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参考資料　橋梁一般図
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参考資料　排水装置図　




参考資料 橋梁排水桝の付着切れ抑制技術イメージ

図面番号 ３／３

排水桝

床版コンクリート

舗装

排水管

水分水分

橋梁排水桝の付着切れ抑制技術とは

目的
橋梁は雨水等の水分が劣化の原因となるため、各部材において遮水を施す対策が進め

られており、排水桝の付着切れから水が浸入する現象についても、これを抑制する技術
の開発が望まれている。（参考）公募要領からの抜粋


